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研究分野

物性物理（実験）、物理教育 

キーワード

Ca2RuO4、非平衡定常状態、モット絶縁体、アクティブ・ラーニング 

研究概要

A）電流印加下での物性測定を中心とした非平衡定常状態の物理の解明 

B）多様な学習履歴を持つ学生に対するアクティブ・ラーニング 

研究シーズ、テーマの内容

A）モット絶縁体 Ca2RuO4 は、357 K 以上の温度、0.5 GPa 以上の加圧で 1 次の大きな構造変化を伴って金属

相転移します。我々は最近、この相転移が 40 V/cm の電場印加でも誘起されることを明らかにしました

（Fig.1）．また、電場印加下で一度金属化すると、電流を流し続けることで、この金属状態を低温まで維持で

きることを発見しました。この 40 V/cm という電場印加での相転移は、従来の物質と比べ、はるかに小さい電

場で相転移を行うことから、メモリ材料の一種としても近年研究が行われているが、この相転移の機構は未だ

明らかとなっていません。この機構を明らかとするため、電流印加下での比熱測定など、熱量測定、X 線構造

解析、単結晶育成などを行なっています。 

[1] F. Nakamura, et al., Sci. Rep. 3, 2536 (2013).

B）従来の講義形式で行ってきた物理学の授業は、数式を羅列することに終始するため、学生の現象理解に

結びつくことが少なく、物理学への興味・関心を削ぐことにつながっていました。そこで本学の初年次の物理

学 I では、問題発見解決型学習(PBL)やピア・インストラクション(PI)、演示実験型学習(ILDs)を取り入れてきま

した。しかし、本学に入学してくる学生の数学や物理に関する知識・技能には差が存在するため、この差の中

で AL 型授業の導入は、困難を極めます。本研究では、学習履歴に差がある学生を対象に、AL 型授業通し

て物理学の現象理解をさせることを目的とし、①講義時の環境改善（授業手法の選択や組み合わせ、 ICT

機器の導入、講義室の改善、グループ構成や課題内容の検討など） ②学生への概念調査や科学的思考力

調査 ③学生へのアンケート調査を行います。この結果から、学習履歴に差がある学生にとって、どのような

AL 型授業が物理学の現象理解に有効かを評価できます。またこの研究成果は、様々な学習履歴をもつ児

童・生徒がいる、 義務教育課程での AL 型授業に対しても波及することが期待されます。 
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研究分野 

English Language Speaking, Listening, Language Testing and Pragmatics  

キーワード

Pragmatics ・ Language Testing ・ Test Washback ・ Study Abroad

研究概要 

Some obstacles faced by Japanese learners of English is the homogeneity of the typical university English 

classroom and the lack of availability of proficient English speakers with whom they can “use” the language 

on a regular basis. My current research interests are connected to testing methods and classroom materials 

that will foster student-to-student and student-to-teacher English communication in highly homogenous 

language learning environments, such as those found in Japanese university classrooms. 

研究シーズ，テーマの内容 

Positive Test Washback 

I am currently investigating the efficacy of low-stakes oral-proficiency tests with teacher feedback as an 

external motivator to encourage language practice and development in a low-proficiency EFL classroom. I 

am interested in learning to what extent intermittent teacher feedback given before and after low-stakes in-

class speaking tests can encourage EFL students to increase their practice of speaking skills and improve 

their speaking fluency. 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

Lee, R. A., Ducker, N. T., & Edlin, C. J. (2013). Pre- and posttest washback in paired oral classroom 

assessments. In N. Sonda & A. Krause (Eds.), JALT2012 Conference Proceedings. Tokyo: JALT 

Feedback on Speaking: Are We Making a Difference 共著 平成 24 年 10 月 "JALT2012 全

国語学教育学会年次国際大会 教材展 静岡県 浜松市 アクトシティ浜松にて" Richard Lee, Curtis 

Edlin & Nathan Ducker 

“Encouraging Oral Participation with Self-Reporting” 単著 平成 28 年 10 月 "KOTESOL 国

際学会 年次国際大会(韓国ソウル 淑明（スンミョン)女子大学校)" 
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提供可能な設備機器 




